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１．タイでの日本茶販売状況 

タイでの抹茶ブームにより日本からタ

イへの日本茶輸出額は年々増加してい

る。日本茶輸出促進協議会の資料1ではタ

イへは抹茶を含む粉末状2の輸出額の割合

が大きい。「matcha」という言葉は既に

タイに浸透し、抹茶ラテ、抹茶フラペチ

ーノなどの抹茶飲料や抹茶菓子を提供す

る店はバンコクに数多く存在する。 

関係者からは抹茶専門カフェはコロナ禍後、100 店舗がバンコクに出店し、

既に飽和状態という声も聞かれる。他方、既存の抹茶専門カフェとは異なり、

産地や生産者に拘る店、タイにおける新たな日本茶の楽しみ方として玉露や煎

茶を適量の茶葉と湯を使用し、適した湯の温度と抽出時間で提供する店も出て

きた。これらの店は茶の品種、産地や生産者・茶商による茶の特徴を来店者に

説明し、日本茶を広めようと取り組んでいる。 

 

２．タイでの新しい日本茶の販売方法 

（１）マッチャバー「MTCH™ Contemporary Matcha Bar」 

    主に八女茶と宇治茶を使用する抹茶専門カフェとし

て、バンコクに３店舗を構えている。経営者は八女茶

を「品種により抹茶の味が全く違い、ナッツやチョコ

レートの風味がし、美味しい」と評価する。 

来店者は高品質な抹茶や抹茶の知識を求めるタ

イ人や日本人が多いが、「日本まで行かなくても

高品質な抹茶を楽しむことができる」と東南アジア、欧米からの来店者も

増えている。そのため経営者は福岡県や京都府を何度も訪問し、生産者や

茶商と直接商談し、茶の知識を深めるとともに、茶を自ら選定している。

                                                      

1 日本茶輸出促進協議会”日本茶輸出関連資料” https://www.nihon-cha.or.jp/export/date/index.html(参照 2023-10-18) 

2 粉末状のものとは、抹茶と粉末茶（茶を粉砕器などにより粉末にしたもの）。 

日本茶輸出促進協議会の資料より筆者作成 

【大手百貨店内期間限定店舗 

（八女抹茶の飲料・菓子販売）】 



 

更に従業員教育にも力を注ぎ、来店者の要望に応じた抹茶飲料を提案でき

るよう、茶の知識と淹れ方を指導している。 

 

（２）日本茶専門店「Koto Tea Space」 

日本茶アドバイザー資格保有者が複数いるバンコクの日

本茶専門店で、経営者は「八女抹茶はタイ人が好む焙煎の

香りがするためタイ人に好まれる」と評価する。日本各地

の煎茶、玉露、抹茶などを扱うが、特に需要の伸びを期待

する煎茶、玉露の提供に力を注いでいる。 

茶の香り、バランス、旨味など、来店者に茶の特徴を

説明しながら提供し、茶と菓子のティーペアリングも行

う。また、経営者と従業員は美味しい茶について研究し

ており、経営者は日本を訪問し、茶の知識を深めるとと

もに自ら美味しいと評価する日本茶を求め続けている。 

 

３．八女茶の輸出拡大に向けた取り組み 

 従来、タイでは、ほとんどの飲食店や消費者は茶の味にこだわってこなかっ

た。そのため抹茶の生産量がタイ市場での優劣を決める最大要因となり、抹茶

の原料となるてん茶の生産量が多い鹿児島県、京都府、静岡県の茶3の方が八女

茶より有利であった。 

 近頃は、品種、産地などによる抹茶の風味の違いを楽しんだり、煎茶や玉露

などの茶を楽しんだりする新しい消費者が増えてきた。八女茶の風味や香りは

タイで高く評価されており、新しい茶の楽しみ方に応える専門店も前述のとお

り出現している。 

八女茶のタイへの輸出拡大のためには、こうした専門店を通じて八女茶の良

さをさらに広く知ってもらうことが重要である。そのためにはまず、八女茶取

扱を希望する専門店や専門店になることを検討している事業者を開拓し、彼ら

を産地に招へいし、八女茶の生産者や茶商が茶園や製茶工場を丁寧に紹介する

ことが商談のきっかけとなる。 

あわせてタイの消費者に向けたブランディング強化も必要である。タイの専

門店と生産者や茶商が連携し、消費者に八女茶の特徴を説明する機会を継続的

に提供することにより、八女茶ファンを増やすことが期待できる。 

当事務所では、引き続き当事業に関する情報収集にも取り組んでいくので、

タイでの八女茶に関する事業に関心があれば、問い合わせいただきたい。 

                                                      

3 全国茶生産団体連合会・全国茶主産府県農協連連絡協議会”茶ガイド” 

https://www.zennoh.or.jp/bu/nousan/tea/dekiru03.htm（参照 2023-11-3) 

【ティーペアリング】 

【店内】 

(c)Koto Tea Space 

(c)Koto Tea Space 


